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表紙の写真：�大船渡市の林野火災（被災木の伐採と消火活動）
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緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰令和7年

過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

　同団体は、地域の「里」と「まち」との懸け橋として森林・里山を次世代に受け継いでいくことを目的とし、地元の森
林の整備や台風で被災した森林の復旧等に取り組んでいます。
　定例活動として間伐作業を行うほか、間伐材で製作したベンチや花壇の設置、薪や炭の製造販売など「木の文化」を
守り広げる活動や、地元の中学生と伐採した竹で地域の竹垣を更新するなど地域と連携した活動も進めています。
また、台風で被災した森林での植樹や植樹後の保育活動に加え、地域の植樹イベントでは参加者へのサ
ポートなども行っており、地域の緑化推進のみならず、森林保全への意識向上や人材育成にも貢献して
います。

特定非営利活動法人 森のプラットフォーム高槻 （大阪府高槻市）

団体の皆さん 間伐材で製作したベンチ 植樹活動

　緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは、緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団
体に対し、内閣総理大臣が表彰を行うものです。
　令和７年は13の個人・団体が受賞されました。本誌では毎号、受賞者の方々をご紹介します。

受賞者
紹介

※活動ウェブページ：https://moripla.verse.jp/

１月号の10頁TOPICS 03 「令和８年度予算概
算決定及び令和７年度補正予算の概要」のうち、

〈木材等の付加価値向上・需要拡大対策〉の掲
載内容に誤りがありましたので、訂正してお詫
び申し上げます。
訂正の内容については下記のウェブページを
ご確認ください。
https://www.rinya.maff.go.jp/
j/kouhou/kouhousitu/
jouhoushi/080102.html

お詫びと訂正
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1
大
船
渡
市
林
野
火
災
の
概
要

令
和
７
年
２
月
の
岩
手
県
大
船
渡
市
で
の
林
野

火
災
は
、
最
初
の
火
災
が
２
月
19
日
に
発
生
し
、

６
日
後
の
25
日
に
鎮
圧
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
翌
日
26
日
に
は
、
近
隣
の
地
域
か
ら
火
災
が

発
生
し
、
強
風
に
あ
お
ら
れ
る
と
い
う
気
象
条
件

や
極
端
な
乾
燥
等
の
要
因
が
複
合
的
に
作
用
し
て

著
し
い
飛
び
火
な
ど
に
よ
り
多
方
面
へ
延
焼
拡
大

す
る
こ
と
と
な
り
、
３
月
９
日
に
鎮
圧
の
発
表
が

さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
も
降
雨
が
ほ
と
ん
ど
無

く
、
最
終
的
に
鎮
火
宣
言
が
発
表
さ
れ
た
の
は
４

月
７
日
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
大
船
渡
市
に
お
け
る
林
野
火
災
の
被
害

に
つ
い
て
は
、
平
成
以
降
で
は
最
大
規
模
で
市
の

面
積
の
約
１
割
に
あ
た
る
面
積
約
3
︐4
0
0
ha

が
延
焼
し
、
２
月
19
日
発
生
の
林
野
火
災
も
含

め
、
３
月
28
日
に
激
甚じ

ん
災
害
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

2
被
害
調
査
の
概
要
に
つ
い
て

林
野
庁
で
は
、
鎮
圧
後
の
３
月
12
日
に
、
被
災

状
況
の
概
要
把
握
の
た
め
、
岩
手
県
と
合
同
で
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
詳
細
な
被
害
量
等
に
つ
い
て
、
衛
星
画
像

デ
ー
タ
の
分
析
及
び
現
地
調
査
か
ら
、
被
害
面
積

3
︐3
7
0
ha
、
被
害
額
59
億
3
︐9
0
0
万
円

と
確
定
さ
れ
、
10
月
28
日
に
大
船
渡
市
か
ら
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
現
地
調
査
に
つ
い
て
は
、
林
野
火

災
の
被
災
森
林
全
域
を
対
象
に
５
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
、
岩
手
県
を
中
心
に
実
施
さ
れ
、
大
船
渡

市
、
林
野
庁（
三
陸
中
部
森
林
管
理
署
）、
気
仙
地

方
森
林
組
合
も
調
査
に
協
力
し
ま
し
た
。
被
害
の

程
度
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
大
き
い
方
か
ら「
激
」

「
大
」「
中
」「
小
」に
区
分
さ
れ
、
被
災
森
林
全
域

の
被
害
の
把
握
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
林
野
火
災
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
枯
損
木
が
増
加
す
る
な
ど
被
害

衛星画像データ

被害状況の現地調査 被害の程度区分

状
況
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
林
野
庁
に
お
い
て
、
発
災
前
と
発
災
後
の

衛
星
画
像
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
り
被
害
状
況
の
経

時
変
化
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
令
和
7
年
度

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
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3
森
林
の
復
旧
に
向
け
た
体
制
に
つ

い
て

被
害
を
受
け
た
森
林
が
3
︐3
7
0
ha
と
い
う
広

大
な
面
積
で
あ
り
、
森
林
の
復
旧
に
は
多
岐
に
わ

た
る
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
森
林
の
復
旧
を
進

め
る
た
め
、
大
船
渡
市
に
お
い
て
、
行
政
機
関
や

関
係
団
体
等
に
よ
り
、「
大
船
渡
市
林
地
再
生
対

策
協
議
会
」が
、
４
月
30
日
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

林
野
庁
も
、
同
協
議
会
に
参
画
し
、
大
船
渡
市
を

始
め
と
す
る
関
係
者
と
連
携
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
同
協
議
会
は
、
現
在
ま
で
に
３
回
（
５
月
22

日
、
８
月
８
日
、
11
月
18
日
）開
催
さ
れ
、
被
害
調

査
の
実
施
状
況
の
情
報
共
有
と
、
森
林
の
復
旧
の

た
め
の
事
業
の
進
め
方
や
全
体
の
復
旧
方
針
の
検

討
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
森
林

の
復
旧
に
向
け
た
、
全
体
の
復
旧
計
画
を
と
り
ま

被害調査の結果

第３回大船渡市林地再生対策協議会

と
め
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

4
森
林
の
復
旧
・
再
建
に
向
け
た
支

援
に
つ
い
て

激
甚
災
害
の
指
定
に
よ
り
、
森
林
の
復
旧
に
つ

い
て
は
、
森
林
災
害
復
旧
事
業
の
活
用
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
森
林
災
害
復
旧
事
業
は
、
早
期
に

森
林
の
公
益
的
機
能
の
回
復
を
図
る
た
め
、
人
工

林
を
対
象
に
、
被
害
木
の
伐
採
・
搬
出
、
伐
採
跡

地
に
お
け
る
植
裁
等
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。
今

後
、
森
林
災
害
復
旧
事
業
を
中
心
と
し
て
、
森
林

の
復
旧
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
特
に
被
害
を
受
け
た
森
林
は
、
下
層
植

生
が
焼
失
し
、
表
土
も
脆
く
な
り
土
砂
災
害
防
止

機
能
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
降
雨

等
に
よ
り
土
砂
の
流
出
等
に
よ
る
災
害
の
お
そ
れ

が
あ
る
箇
所
に
、
災
害
関
連
緊
急
治
山
事
業
に
よ

り
治
山
ダ
ム
等
の
設
置
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
林
野
火
災
に
よ
り
林
業
機
械
や
特
用

林
産
施
設
が
焼
損
し
ま
し
た
が
、
被
災
者
の
要
望

に
応
じ
、
そ
の
整
備
に
対
し
て
も
支
援
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
大
船
渡
市
に
お
い
て
も
、
建
造

物
等
に
被
害
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
被
災
し

た
立
木
処
理
を
支
援
す
る
被
災
危
険
木
除
去
事
業

を
す
る
な
ど
支
援
体
制
も
整
え
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
。

被害状況 復旧・再建支援策 支援の内容

森
林
・
林
業
関
係

森林（3,370ha）
の焼損

・ 森林災害復旧事業
（被害木の伐採・搬出、伐採
跡地における造林等を支援）

国1/2、
県1/6、市1/3等

（所有者負担なし）

・災害関連緊急治山事業
(人家や道路への土砂流出の
おそれがある荒廃山地にお
いて当該発生年に緊急に行
う復旧整備）

・国2/3、県1/3
（所有者負担なし）

・治山事業
（上記以外の箇所における荒
廃山地の復旧整備）

・国1/2、県1/2
（所有者負担なし） 

高性能林業機械
（４台）の焼損

・林業・木材産業循環成
長対策

（高性能林業機械の撤去・復
旧等を支援）

国1/2

特用林産施設
（１箇所）の焼損

・林業・木材産業循環成
長対策

（特用林産施設の撤去・復
旧・生産資材の導入を支援）

国1/2

大船渡市林野火災　復旧・再建に向けた支援策（森林・林業）

被害区分別 林種・樹種別 森林所有形態別

大船渡市の林野火災に係る復旧に向けた取組について特 集
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5
森
林
災
害
復
旧
事
業
の
実
施
に
つ

い
て

森
林
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、
被
害
を
受

け
た
人
工
林
の
中
で
早
期
に
復
旧
を
す
る
こ
と
が

必
要
な
区
域
や
早
期
に
保
全
を
図
る
べ
き
水
源
の

上
流
区
域
に
つ
い
て
、
大
船
渡
市
が
森
林
所
有
者

の
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
事
業
の
申
請
を
行
い
、
復

旧
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
１
回

目
と
し
て
、
７
月
14
日
に
準
備
の
整
っ
た
市
有
林

を
中
心
と
し
た
約
1
2
0
ha
の
区
域
に
つ
い
て

申
請
が
行
わ
れ
、
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
採

択
さ
れ
た
区
域
の
う
ち
、
約
25 

ha
に
つ
い
て
は
、

９
月
に
大
船
渡
市
と
事
業
体
で
契
約
が
結
ば
れ
、

事
業
実
施
に
必
要
な
林
道
の
整
備
を
行
っ
た
後
、

11
月
か
ら
被
災
木
の
伐
採
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

伐
採
し
た
被
災
木
に
つ
い
て
は
、
調
査
に
よ
り
把

握
し
た
被
災
の
程
度
に
よ
り
製
材
や
バ
イ
オ
マ
ス

燃
料
な
ど
複
数
の
用
途
を
想
定
し
、
有
効
に
活
用

す
る
よ
う
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

岩
手
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
科
学
的
根
拠

に
基
づ
い
た
被
災
木
の
利
活
用
を
進
め
る
た
め
、

大
学
や
林
業
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
被
災
木
の

力
学
、
化
学
特
性
の
評
価
を
し
、
利
用
の
可
能
性

を
調
査
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
被
害
を
受

け
た
森
林
の
復
旧
に
向
け
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
被
害
を
受
け
た
森
林
の
所
有
者
に
対
し

て
は
、
９
月
に
大
船
渡
市
に
よ
り
地
域
説
明
会
が

開
催
さ
れ
、
森
林
災
害
復
旧
事
業
の
内
容
や
進
め

方
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
説
明

会
後
に
、
事
業
実
施
に
関
す
る
意
向
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
森
林
災
害
復
旧
事
業
の
２
回

目
の
申
請
範
囲
等
の
と
り
ま
と
め
を
行
っ
て
お

り
、
令
和
８
年
２
月
中
旬
頃
を
目
途
に
事
業
の
採

択
、
そ
の
後
の
事
業
実
施
へ
と
進
め
て
い
く
予
定

で
す
。

6
災
害
関
連
緊
急
治
山
事
業
の
実
施

に
つ
い
て

今
回
の
林
野
火
災
は
「
乾
燥
・
強
風
等
の
異
常

な
天
然
現
象
に
よ
り
生
ず
る
災
害
」
で
あ
る
と
確

大船渡市林野火災により焼損した林業機械

災害復旧事業着手前

11月から開始された被災木の伐採
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⑧田浜（たはま） ③西甫嶺（にしほれい）

災害関連緊急治山事業実施箇所

応急対策対策前

応急対策実施後

認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
４
月
に
災
害
関
連
緊
急

治
山
事
業
※
の
事
業
対
象
箇
所
の
検
討
を
行
う
た

め
、
林
野
庁
、
東
北
森
林
管
理
局
及
び
岩
手
県
に

よ
る
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
結
果
等
を
踏
ま
え
、「
災
害
に
よ
り

発
生
し
た
荒
廃
山
地
」
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と

し
、
広
範
囲
に
わ
た
る
下
層
植
生
の
焼
失
に
よ
り

森
林
土
壌
等
の
浸
透
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
、
今

7
お
わ
り
に

昨
年
２
月
の
林
野
火
災
か
ら
１
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
被
害
を
受
け
た
森
林
が

3
︐3
7
0
ha
と
い
う
広
範
囲
で
あ
る
と
い
う
状

況
を
踏
ま
え
る
と
、
森
林
の
再
生
に
は
息
の
長
い

支
援
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
林
野
庁
と
し
て

も
、
引
き
続
き
、
大
船
渡
市
や
岩
手
県
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
て
森
林
の
復
旧
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

後
の
降
雨
等
に
よ
り
土
砂
流
出
等
の
被
害
を
与
え

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
し
た
緊
急
的
な
治
山
対

策
が
必
要
な
９
箇
所
に
つ
い
て
、
災
害
関
連
緊
急

治
山
事
業
を
採
択
し
、
現
在
、
岩
手
県
が
治
山
ダ

ム
の
設
置
等
を
進
め
て
い
ま
す
。
総
事
業
費
は
約

６
億
円
、
治
山
ダ
ム
11
基
、
流
木
捕
捉
工
４
基
の

整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
６
月
中

旬
に
大
型
土
の
う
に
よ
る
応
急
対
策
を
実
施
し
完

了
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
被
災
地
で
は
、
10
月
31

日
～
11
月
１
日
に
豪
雨
に
よ
る
土
石
流
が
発
生
し

ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
機
能
し
て
下
流
へ
の
被

害
を
防
止
し
ま
し
た
。

大船渡市の林野火災に係る復旧に向けた取組について特 集

（
※
民
有
林
等
に
お
い
て
、
災
害
（
風
水
害
、
な
だ
れ

等
）に
よ
り
新
た
に
発
生
し
、
又
は
拡
大
し
た
荒
廃
山

地
又
は
な
だ
れ
発
生
地
に
つ
き
、
当
該
災
害
発
生
年

に
緊
急
に
行
う
復
旧
整
備
に
係
る
保
安
施
設
事
業
。）



2026.2  VOL.227林野 8

1
Topics

林
業
・
木
材
産
業
に
お
け
る
外
国
人
材
の
受
入
れ

林
業
及
び
木
材
産
業
分
野
は
、
令
和
６
年
に
外

国
人
材
の
受
入
れ
の
た
め
の
特
定
技
能
制
度
の
対

象
分
野
と
な
り
、
各
地
で
外
国
人
材
の
適
正
な
受

入
れ
に
向
け
た
取
組
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
令
和
８
年
１
月
23
日
に
は
、
技
能
実
習
制
度

に
代
わ
っ
て
創
設
さ
れ
る
育
成
就
労
制
度
の
対
象

分
野
と
な
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

特
定
技
能
制
度
に
お
け
る
取
組

我
が
国
の
森
林
の
約
４
割
を
占
め
る
人
工
林
の

多
く
が
資
源
と
し
て
利
用
可
能
な
段
階
を
迎
え
、

国
産
材
の
安
定
供
給
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
林
業
及
び
木
材
産
業
分
野
の
持
続

的
な
発
展
を
図
る
た
め
、
生
産
性
向
上
や
国
内
人

材
確
保
の
た
め
の
取
組
を
行
っ
て
も
な
お
不
足
す

る
労
働
力
の
確
保
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
一
定
の

専
門
性
、
技
能
を
有
し
即
戦
力
と
な
る
外
国
人
材

の
受
け
入
れ
に
対
す
る
現
場
の
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
外
国
人
材
を
確
保
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
令
和
６
年
９
月
、「
出
入
国
管
理
及

び
難
民
認
定
法
」
の
関
係
省
令
の
改
正
に
よ
り
、

林
業
及
び
木
材
産
業
分
野
が「
特
定
技
能
1
号
」の

対
象
と
な
り
、
特
定
技
能
制
度
を
活
用
し
て
両
産

業
で
就
労
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

「
特
定
技
能
1
号
」は
、
即
戦
力
と
な
る
技
能
を

有
す
る
外
国
人
材
を
対
象
と
し
た
在
留
資
格
で
、

通
算
で
原
則
５
年
間
在
留
で
き
ま
す
。
ま
た
、
各

分
野
に
お
け
る
特
定
技
能
1
号
に
よ
る
受
入
れ
上

限
数
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和
６
年
度
か
ら
令

和
10
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
林
業
分
野
は
最
大

9
0
0
人
、
木
材
産
業
分
野
は
最
大
4
︐5
0
0

人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

外
国
人
材
が
当
該
制
度
に
よ
り
林
業
ま
た
は
木

材
産
業
分
野
で
就
労
す
る
た
め
に
は
、
一
定
水
準

の
日
本
語
能
力
試
験
に
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
能

を
評
価
す
る
試
験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
技
能
評
価
試
験
は
令
和
６
年
度
か
ら
始

ま
り
、
令
和
７
年
末
ま
で
に
、
林
業
分
野
で
17

名
、
木
材
産
業
分
野
で
1
7
7
名
の
方
が
試
験

に
合
格
し
て
お
り
、
今
後
、
特
定
技
能
１
号
外
国

人
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

林
業
及
び
木
材
産
業
分
野
に
お
い
て
は
、
外
国

人
材
の
就
労
に
当
た
り
、
労
働
安
全
の
確
保
が
重

要
な
課
題
で
す
。
他
産
業
に
比
べ
て
労
働
災
害
の

発
生
率
が
高
い
産
業
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
特

定
技
能
制
度
全
体
と
し
て
の
ル
ー
ル
に
加
え
て
、

特
定
技
能
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
事
業
者
に
対
し

て
労
働
安
全
確
保
の
た
め
の
追
加
的
な
取
組
を
課

し
、
特
定
技
能
外
国
人
の
適
正
な
受
入
れ
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

外国人材の技能を評価する試験（林業分野）

製材工場で活躍する外国人材
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技
能
実
習
制
度
に
代
わ
り
創
設
さ

れ
る
育
成
就
労
制
度
に
つ
い
て

令
和
６
年
６
月
に
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認

定
法
及
び
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及

び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、
技
能
移
転
に
よ

る
国
際
貢
献
を
目
的
と
す
る
技
能
実
習
制
度
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
我
が
国
で
の
３
年
間
の
就
労
を

通
じ
て
特
定
技
能
1
号
水
準
の
技
能
を
有
す
る
人

材
を
育
成
す
る
趣
旨
の
育
成
就
労
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
育
成
就
労
制
度
は
、
令
和
９
年
４
月

か
ら
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

育
成
就
労
制
度
の
開
始
に
先
立
ち
、
本
年
１
月

に
林
業
及
び
木
材
産
業
分
野
の
分
野
別
運
用
方
針

が
閣
議
決
定
さ
れ
、
両
分
野
が
同
制
度
の
対
象
分

野
と
さ
れ
た
こ
と
※
に
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

に
お
け
る
制
度
運
用
の
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
育
成
就
労
制
度
に
お
い
て
も
、
特
定
技
能
制

度
と
同
様
に
、
育
成
就
労
外
国
人
を
受
け
入
れ
る

事
業
者
に
対
し
、
育
成
就
労
外
国
人
の
労
働
安
全

確
保
の
た
め
の
追
加
的
な
取
組
を
課
す
こ
と
を
定

め
て
い
ま
す
。

林
野
庁
で
は
、
育
成
就
労
制
度
の
開
始
に
向
け

て
、
育
成
就
労
外
国
人
の
適
正
な
受
入
れ
が
進
む

よ
う
、
同
制
度
の
運
用
ル
ー
ル
等
の
周
知
等
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※　
技
能
実
習
制
度
に
お
い
て
は
、
林
業
及
び
木
材

産
業
分
野
に
関
連
す
る
職
種
と
し
て
、
林
業
職
種（
育

林
・
素
材
生
産
作
業
）と
木
材
加
工
職
種（
機
械
製
材
）

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

育成就労制度及び特定技能制度のイメージ

（注１）特定技能１号の試験不合格となった者には再受験のための最長１年の在留継続を認める。

（注２）育成就労制度の受入れ対象分野は特定技能制度と原則一致させるが、特定技能の受入れ対象分野でありつつも、国内での
育成になじまない分野については、育成就労の対象外。

高技能レベル

（就労開始までに）
○ 日本語能力 １
相当以上の試験
（日本語能力試験
（ＪＬＰＴ）のＮ
５等）合格

○ それに相当する
日本語講習の受講

受入れの範囲：育成就労産業分野
（注２）

○ 技能検定基礎級等
＋

○ 日本語試験（ １相当以上の水
準から特定技能１号移行時に必要
となる日本語能力の水準までの範
囲内で各分野ごとに設定）

⇒これらの試験への合格が
本人意向の転籍の条件

○ 技能検定試験３級や特定技能１号評価試験
＋

○ 日本語能力Ａ２相当以上の試験 ＪＬＰＴ
のＮ４等

※ 育成就労を経ずに外国で試験を受験して
特定技能１号で入国することも可。

○ 特定技能２号評価試験
＋

○ 日本語能力Ｂ１相当
以上の試験（ＪＬＰＴの
Ｎ３等）

育成就労
（３年間）

特定技能１号
（５年間）

特定技能２号
（制限なし）

（注１）

「木材産業における外国人材の受入れ」
の詳しい情報はこちら

「林業分野における外国人材の受入れ」
の詳しい情報はこちら
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の
た
め
、
単
に
森
林
を
保
全
す
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
ご
と
の
社
会
・
経
済
的
背
景
を
十
分
に
踏
ま

え
た
上
で
、
持
続
可
能
な
森
林
管
理
と
そ
の
適
切

な
利
用
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

2
Topics

熱
帯
林
を
守
り
、
活
か
す

―
I
T
T
O
を
通
じ
た
日
本
の
国
際
協
力
―

は
じ
め
に
：

熱
帯
林
を
巡
る
国
際
的
課
題

熱
帯
林
は
、
世
界
の
森
林
面
積
の
最
大（
45
％
）

を
占
め
、
気
候
変
動
の
緩
和
に
寄
与
す
る
重
要
な

炭
素
吸
収
源
で
あ
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
生
物
多

様
性
を
支
え
る
貴
重
な
存
在
で
す
。

し
か
し
、
南
米
や
ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
、
農

地
等
へ
の
転
用
や
土
地
開
発
に
よ
り
、
熱
帯
林

の
減
少
と
劣
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
国
連
食
糧

農
業
機
関
（
F
A
O
）
の
「
世
界
森
林
資
源
評
価

2
0
2
5
」
に
よ
る
と
、
2
0
0
0
年
以
降
、

森
林
の
減
少
速
度
は
低
下
し
て
い
る
も
の
の
、

1
9
9
0
年
か
ら
2
0
2
5
年
の
世
界
の
森
林

減
少
の
約
88
％
は
熱
帯
地
域
で
起
き
て
い
る
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景

に
、
2
0
2
5
年
11
月
に
熱
帯
林
を
有
す
る
ア

マ
ゾ
ン
川
の
玄
関
口
と
呼
ば
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
・
ベ

レ
ン
で
開
催
さ
れ
た
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第

30
回
締
約
国
会
議（
C
O
P
30
）に
お
い
て
も
、
森

林
減
少
及
び
森
林
劣
化
を
停
止
・
好
転
さ
せ
る
取

組
が
気
候
変
動
対
策
の
重
要
課
題
と
し
て
議
論
さ

れ
る
な
ど
国
際
社
会
に
お
い
て
森
林
や
熱
帯
林
へ

の
関
心
が
再
び
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
熱
帯
林
は
木
材
や
食
料
な
ど
の
供
給
を

通
じ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
生
計
や
文
化
を

支
え
る
社
会
・
経
済
的
基
盤
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

国
際
熱
帯
木
材
機
関（
I
T
T
O
）

に
つ
い
て

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
国
際
熱
帯

木
材
機
関（
I
T
T
O
）は
、
熱
帯
林
の
持
続
可
能

な
森
林
管
理
と
持
続
可
能
な
木
材
利
用
の
推
進
を

目
的
に
、
熱
帯
木
材
の
生
産
国
・
消
費
国
を
含
む

75
か
国
と
E
U
が
参
加
す
る
国
際
機
関
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
I
T
T
O
が
設
立
さ
れ
た
当
初
か
ら

ホ
ス
ト
国
と
し
て
同
機
関
を
支
え
、
I
T
T
O
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
へ
の
積
極
的
な
資
金
支
援
を
通

じ
て
、
熱
帯
林
を
巡
る
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
て

き
ま
し
た
。

林
野
庁
が
支
援
す
る
I
T
T
O

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

近
年
、
日
本
は
、
こ
れ
ま
で
国
内
で
進
め
て

き
た
木
材
利
用
を
広
げ
る
取
組
の
経
験
を
活
か

し
、
熱
帯
林
を
守
り
な
が
ら
木
材
を
上
手
に
使
う

こ
と
を
目
標
と
し
た
、「
持
続
可
能
な
木
材
利
用

（Sustainable W
ood U

se

：
S
W
U
）」と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ア
ジ
ア
の
国
々
で
推
進
し
て

い
ま
す
。
S
W
U
は
、
森
林
を
保
全
す
る
だ
け
で

な
く
、
持
続
可
能
な
形
で
収
穫
さ
れ
た
木
材
を
使

う
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
そ
し
て
炭
素

を
長
期
的
に
貯
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
る
素
材
で
あ

気候帯
森林減少（百万ha／年）

1990〜2000 2000〜2015 2015〜2025
寒帯 0.10 0.12 0.13
温帯 0.54 0.59 0.62
亜熱帯 1.09 0.91 0.73
熱帯 15.9 11.9 9.42
合計 17.6 13.6 10.9

気候帯別の森林減少割合（1990-2025年）

※FAO「世界森林資源評価2025（FRA2025）」のデータを基に林野庁作成

パナマのチーク植林地を視察するITTO加盟国の代表者たち（出典：ITTO）
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る
木
材
を
活
用
し
た
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
同
時

に
目
指
す
取
組
で
す
。

2
0
2
5
年
に
は
、
タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
了
し
ま
し
た
。
タ
イ
で

は
、
産
学
官
に
よ
る
木
材
利
用
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

お
わ
り
に
：
今
後
の
展
望

林
野
庁
に
よ
る
I
T
T
O
を
通
じ
た
国
際
協
力

は
、
単
な
る
資
金
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
地
の

政
府
や
関
連
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
制
度
づ
く

り
・
市
場
の
整
備
・
人
材
育
成
の
三
つ
の
面
か

ら
、
社
会
実
装
を
具
体
的
に
進
め
る
取
組
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
I
T
T
O
は
多
く
の
国
が

参
加
す
る
政
府
間
組
織
で
あ
る
た
め
、
あ
る
国
で

得
ら
れ
た
成
果
は
、
他
の
国
や
地
域
に
も
共
有
さ

れ
、
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

日
本
は
、
世
界
で
も
有
数
の
熱
帯
木
材
の
輸
入

国
で
あ
り
、「
責
任
あ
る
調
達
」を
求
め
ら
れ
る
立

場
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
I
T
T
O
の
よ
う

な
国
際
機
関
と
連
携
し
た
協
力
は
、
日
本
が
果
た

す
べ
き
役
割
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。
林
野
庁
は
今

後
も
、
様
々
な
国
・
地
域
や
国
際
機
関
と
の
協
力

を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な
熱
帯
林
経
営
と
木
材
利

用
を
促
進
し
、
生
産
国
と
消
費
国
の
双
方
に
と
っ

て
意
義
の
あ
る
取
組
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

タイ：地元木工業者による家具デザインコンテスト受賞作品の制作（出典：ITTO）

タイ：産学官の20団体による木材利用推進に向けた覚書の締結（出典：ITTO）

インドネシア：木材製品デザインコンテスト（出典：ITTO）　

ク
を
立
ち
上
げ
、
持
続
可
能
な
木
材
製
品
の
生

産
・
利
用
の
た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
や
人
材
育
成

な
ど
が
実
施
さ
れ
、
タ
イ
国
内
に
お
け
る
木
材
の

地
産
地
消
の
推
進
に
つ
な
が
る
成
果
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
消
費
者
向
け
の

「
木
の
よ
さ
」に
つ
い
て
の
情
報
発
信
、
木
材
利
用

の
た
め
の
全
国
協
議
会
の
設
立
や
政
策
提
言
を
通

じ
て
、
国
内
市
場
で
の
持
続
可
能
な
木
材
利
用
の

基
盤
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

※ITTOの活動について、
　より詳しい情報はこちら　
国際熱帯木材機関（ITTO）：林野庁
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建
築
大
工
等
の
人
材
育
成
と
地
域
工
務
店
に
よ
る
地
域
材
利
用
に
関
す
る

建
築
物
木
材
利
用
促
進
に
つ
い
て

①�

建
築
大
工
、
現
場
監
督
、
設
計
者
の
人
材
育
成

を
積
極
的
に
行
う
。

②�

木
造
住
宅
に
た
ず
さ
わ
る
女
性
の
人
数
を
増
や
す
。

③�

低
層
非
住
宅
、
中
大
規
模
建
築
物
の
木
造
建
築

の
普
及
に
取
り
組
む
。

④�

マ
ン
シ
ョ
ン
木
質
化
及
び
J
A
S
材
の
普
及
促

進
を
図
る
。

⑤�

全
国
の
自
治
体
や
森
林
組
合
等
と
協
議
会
設
置

し
、
木
材
利
用
促
進
協
定
の
締
結
を
進
め
る
。

⑥�

木
材
利
用
に
よ
る
ホ
ー
ル
ラ
イ
フ
カ
ー
ボ
ン
の

削
減
効
果
の
ア
ピ
ー
ル
を
促
進
す
る
。

⑦�

認
定
取
得
し
て
い
る
ロ
準
耐
火
及
び
省
令
準
耐

火
に
つ
い
て
普
及
促
進
を
図
る
。

⑧�

国
産
材
住
宅
ラ
ベ
ル
を
普
及
し
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
等
へ
の
貢
献
に
務
め
る
。

⑨
J
B
Ｎ
認
定
品
質
住
宅
の
供
給
量
を
増
や
す
。

⑩�

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に
基
づ
く
合
法
性
確
認
木

材
等
の
利
用
を
促
進
す
る
。

⑪�

素
材
生
産
、
製
材
、
プ
レ
カ
ッ
ト
、
流
通
各
事

業
者
、
地
域
工
務
店
に
よ
る
連
携
体
制
強
化
を

図
る
。

⑫�

木
材
使
用
の
意
義
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
広
く

情
報
発
信
に
取
り
組
む
。

⑬�

災
害
時
に
お
い
て
、
地
域
材
を
使
用
し
た
木
造

応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
及
び
応
急
修
理
の
対
応

を
行
う
。

協
定
締
結
の
検
討
経
緯

一
般
社
団
法
人
J
B
N
・
全
国
工
務
店
協
会

は
、
全
国
の
地
域
工
務
店
を
支
援
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
17
年
（
2
0
0
5
年
）

5
月
に
設
立
さ
れ
、
地
域
工
務
店
約
3
︐0
0
0

社
が
加
入
す
る
全
国
最
大
の
工
務
店
団
体
で
す
。

当
協
会
は
、
長
期
優
良
住
宅
や
地
域
材
の
普
及
を

目
的
と
し
た
活
動
を
積
極
的
に
行
な
う
と
と
も

に
、
地
域
材
を
実
際
に
利
用
す
る
建
築
大
工
や
現

場
監
督
、
設
計
者
の
人
材
育
成
も
進
め
て
い
ま

す
。
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
に
つ
い
て
は
、

当
協
会
の
地
域
材
利
用
の
考
え
と
協
定
制
度
の
趣

旨
が
合
致
し
た
こ
と
か
ら
、
農
林
水
産
省
及
び
国

土
交
通
省
と
締
結
を
す
る
こ
と
と
な
り
令
和
4
年

5
月
31
日
に
最
初
の
協
定
を
締
結
し
、
令
和
７
年

６
月
３
日
に
２
度
目
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
に
基
づ
く
構
想
の
概
要 

一
般
社
団
法
人
J
B
N
・
全
国
工
務
店
協
会

は
、
木
造
住
宅
の
施
工
に
係
る
建
築
大
工
等
の
人

材
育
成
や
地
域
工
務
店
で
の
地
域
材
の
利
用
拡
大

を
通
じ
、
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
、
林
業
や
地
域
の
活
性
化
等
に
貢
献
す

シリーズ

建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
の
締
結
企
業
の
紹
介

一
般
社
団
法
人
J
B
N
・
全
国
工
務
店
協
会

協
定
に
基
づ
く
取
組

協
定
締
結
以
降
、
特
に
力
を
い
れ
て
い
る
の

は
、
建
築
大
工
の
人
材
育
成
と
災
害
に
お
け
る
木

造
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
で
す
。

建
築
大
工
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
10
～
20

代
前
半
の
新
人
に
対
し
て
、
全
国
で
年
10
～
20
回

程
度
の
研
修
会
を
開
催
し
、
年
間
1
5
0
名
以

上
の
受
講
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。

災
害
に
お
け
る
木
造
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
に

高校生向けの規矩術研修会

令和7年６月の協定締結
（左から宿本国土交通省審議官（当時）、安成JBN・全国工務店協会会
長、小坂林野庁次長（当時））

る
た
め
、
以
下
の
①
か
ら
⑬
の
取
組
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
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設
置
し
、
住
宅
建
築
で
長
年
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と

建
築
大
工
の
技
能
に
よ
り
一
般
流
通
材
や
中
断
面

ま
で
の
集
成
材
等
を
活
用
し
た
構
法
等
を
ま
と
め

た
「
地
域
工
務
店
が
取
り
組
む
中
大
規
模
木
造
建

築
物
の
施
工
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」や「
地
域
工
務
店

の
中
大
規
模
木
造
建
築
事
例
集
」
を
作
成
し
地
域

工
務
店
が
非
住
宅
建
築
物
の
木
造
化
に
取
り
組
み

や
す
い
環
境
を
整
え
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

一
般
社
団
法
人
J
B
N
・
全
国
工
務
店
協
会

は
、
今
後
も
地
域
材
を
活
用
し
た
住
み
や
す
く
快

適
で
性
能
の
高
い
住
宅
を
供
給
し
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
に
お
い
て
は
、
全
国
建
設
労
働
組
合
総
連

つ
い
て
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
及
び
奥
能

登
豪
雨
に
お
い
て
、
7
7
9
戸
の
応
急
仮
設
住

宅
を
木
造
で
建
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
7
年
の
岩
手
県
大
船
渡
市
山
林
火

災
に
お
い
て
も
、
県
産
材
等
を
使
用
し
た
木
造
応

急
仮
設
住
宅
を
33
戸
建
設
し
、
被
災
者
支
援
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
当
協
会
に「
木
造
建
築
委
員
会
」を

地域工務店が取り組む中大規模木造建築物の施工管理
マニュアル

地域工務店の中大規模木造建築事例集

木造応急仮設住宅（令和6年能登半島地震、輪島市）

合
と
と
も
に
設
立
し
た
全
国
木
造
建
設
事
業
協
会

と
し
て
、
地
域
材
を
使
用
し
た
恒
久
的
に
使
用
で

き
る
木
造
応
急
仮
設
住
宅
を
供
給
し
、
全
国
の
地

域
工
務
店
と
そ
の
関
連
業
界
の
持
続
的
発
展
と
、

地
域
の
住
生
活
環
境
の
向
上
、
社
会
貢
献
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

この他にもJBNでは協定に基づき様々な取組を実施しています。
詳細はウェブサイトをご覧ください。
https://www.jbn-support.jp/
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旧
鹿
児
島
貯
木
場
の
は
じ
ま
り

南
九
州
最
大
の
繁
華
街
、
鹿
児
島
市
天
文
館

か
ら
市
電
と
徒
歩
で
20
分
ほ
ど
の
場
所
に
、
新
た

な
林
業
遺
産
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
43
年
に

当
時
の
鹿
児
島
大
林
区
署
（
現
在
の
森
林
管
理
局

に
相
当
す
る
農
商
務
省
山
林
局
の
地
方
機
関
）
が

整
備
し
た「
旧
鹿
児
島
貯
木
場
」と
関
連
す
る「
屋

久
杉
等
海
上
輸
送
施
設
遺
構
（
安あ

ん
房ぼ
う

船
溜た

ま
り
な

ど
）」
で
す
。
旧
鹿
児
島
貯
木
場
の
整
備
に
は
、
鹿

児
島
県
内
の
離
島
や
道
路
が
未
整
備
だ
っ
た
大
隅

半
島
か
ら
の
木
材
を
集
積
し
て
、
隣
接
す
る
貨
物

駅
か
ら
全
国
に
出
荷
す
る
目
的
が
あ
り
ま
し
た
。

明
治
39
年
11
月
に
、
鹿
児
島
駅
の
鉄
道
用
地
の

一
部
0
・
9 

ha
を
鹿
児
島
大
林
区
署
の
貯
木
場
用

地
に
組
み
替
え
、
明
治
40
年
に
民
有
地
2
・
1 

ha

の
買
上
を
行
い
、
同
年
7
月
に
工
事
着
工
し
ま
し

た
。
浅
瀬
部
分
の
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

と
、
そ
の
土
砂
に
よ
る
埋

立
に
よ
っ
て
用
地
は
拡
張
さ
れ
、
完
成
時
の
面
積

は
、
陸
上
7
・
1 

ha
・
専
用
海
面
2
・
4 

ha
と
な

り
、
明
治
38
年
に
整
備
さ
れ
た
青
森
貯
木
場
と
並

び
、
当
時
は
国
内
最
大
級
の
貯
木
場
で
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

旧
鹿
児
島
貯
木
場

屋
久
杉
等
海
上
輸
送
施
設
遺
構

鹿
児
島
大
学
農
学
部
　
奥
山
洋
一
郎

屋
久
島
か
ら
の
木
材
出
荷
を
支

え
た「
安
房
船
溜
ま
り
」

本
林
業
遺
産
は
、
旧
鹿
児
島
貯
木
場
に
加
え

て
、
屋
久
島
町
に
所
在
す
る
木
材
の
出
荷
施
設

だ
っ
た「
安
房
船
溜
ま
り
」も
選
定
さ
れ
て
い
る
点

が
特
徴
で
す
。
屋
久
島
か
ら
鹿
児
島
貯
木
場
へ
の

木
材
・
木
炭
の
積
み
出
し
港
は
主
に
安
房
と
宮
之

浦
で
し
た
。
残
念
な
が
ら
宮
之
浦
港
に
は
遺
構
は

残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
安
房
港
に
は
、
安
房
貯

木
場
に
隣
接
し
て
当
時
の
積
み
出
し
岸
壁
（
船
溜

ま
り
）
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
安
房
貯
木
場
は
現

在
も
一
部
残
る
森
林
鉄
道
（
林
業
遺
産 

No 

19
「
屋

旧鹿児島貯木場（左上：昭和30年代撮影、右上：昭和40年代撮影、左下・右下：昭和47年撮影）
写真：鹿児島森林管理署所有

安房船溜まりの現在（令和7年撮影）　撮影：奥山洋一郎

日本森林学会による日本の林業遺産を知ろう！
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官
船
輸
送
・
旧
鹿
児
島
貯
木
場

の
縮
小
、
廃
止

戦
後
、
屋
久
島
の
森
林
開
発
が
本
格
化
す
る
中

で
、
鹿
児
島
貯
木
場
は
国
有
林
に
お
け
る
木
材
集

積
、
加
工
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
昭
和
57
年
に
樹
齢
1
0
0
0
年

を
超
え
る
屋
久
杉
の
伐
採
が
停
止
さ
れ
、
屋
久
島

か
ら
の
木
材
移
出
量
は
激
減
し
ま
す
。
ま
た
、
大

隅
半
島
の
道
路
整
備
も
進
み
、
海
上
輸
送
の
必
要

性
が
薄
く
な
り
、
昭
和
59
年
度
で
官
船
輸
送
は
廃

止
さ
れ
ま
す
。
鹿
児
島
市
が
発
展
す
る
中
で
周
辺

の
再
開
発
が
進
み
、
貯
木
場
用
地
も
平
成
に
入
り

段
階
的
に
売
却
・
縮
小
さ
れ
、
平
成
18
年
8
月
23

日
に
貯
木
場
と
し
て
の
役
割
を
終
え
、
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
は
、
貯
木
場
敷
地
で
あ
っ
た
7
・

1 

ha
の
う
ち 

1
・
36 

ha
が
鹿
児
島
森
林
管
理
署
の

管
理
地
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
護
岸

敷
に
は
、 

荷
揚
げ
場
や
斜
面
岸
壁
な
ど
が
利
用
時

に
近
い
姿
で
残
さ
れ
、
往
時
の
歴
史
を
静
か
に
語

り
継
い
で
い
ま
す
。

久
島
の
林
業
集
落
跡
及
び
森
林
軌
道
跡
」
と
し
て

2
0
1
6
年
度
に
登
録
）
の
起
点
で
あ
り
、
島
の

中
央
部
に
位
置
す
る
小
杉
谷
方
面
か
ら
木
材
を
運

び
出
し
て
集
積
す
る
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

大
正
12
年
か
ら
安
房
船
溜
ま
り
が
運
用
開
始
さ

れ
、
以
後
屋
久
島
か
ら
鹿
児
島
貯
木
場
へ
の
木
材

の
移
出
を
担
い
ま
し
た
。

官
船
に
よ
る
輸
送
と

戦
時
中
の
悲
劇

屋
久
島
か
ら
海
上
を
経
由
し
た
木
材
輸
送
に
利

用
さ
れ
た
の
が
、
鹿
児
島
営
林
署
（
現
在
の
鹿
児

島
森
林
管
理
署
）
所
有
の
木
材
運
搬
用
の
官
船
で

し
た
。
昭
和
10
年
度
か
ら
昭
和
59
年
度
ま
で
の
約

50
年
間
、
景
山
丸
、
開
聞
丸
、
南
嶺
丸
、
錦
嶺
丸

の
計
4
隻
が
運
行
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
も
青
森
営

林
局
で
官
船
運
用
の
実
績
が
あ
り
ま
し
た
が
、
鹿

児
島
の
官
船
は
規
模
が
大
き
く
国
内
の
林
業
史
を

考
え
る
う
え
で
も
稀
有
な
存
在
と
言
え
ま
す
。
ま

た
、
戦
時
中
の
昭
和
20
年
3
月
に
は
、
開
聞
丸
が

屋
久
島
に
向
け
鹿
児
島
貯
木
場
を
出
港
後
、
米
軍

機
動
部
隊
の
航
空
攻
撃
を
受
け
て
沈
没
し
、
9
名

の
乗
組
員
と
屋
久
島
か
ら
の
便
乗
者
8
名
、
合
わ

せ
て
17
名
が
犠
牲
と
な
る
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
戦
後
の
昭

和
26
年
に
慰
霊

碑（
殉
職
の
碑
）

が
設
置
さ
れ
、

鹿
児
島
森
林
管

理
署
敷
地
内
に

現
存
し
て
い
ま

す
。

鹿児島大学農学部学生への講義　撮影：奥山洋一郎

お
わ
り
に

本
林
業
遺
産
の
特
徴
を
整
理
す
る
と
、（
1
）
木

材
の
集
積
地
で
あ
っ
た
鹿
児
島
市
の
歴
史
遺
構
が

市
街
地
に
所
在
し
て
い
る
こ
と
、（
2
）
全
国
で
も

希
少
な
木
材
海
上
輸
送
、
官
船
運
行
の
貴
重
な
歴

史
史
料
で
あ
る
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
市
街

地
で
あ
る
利
点
を
活
か
し
て
、
鹿
児
島
大
学
農
学

部
で
は
、
鹿
児
島
森
林
管
理
署
・
屋
久
島
森
林
管

理
署
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
学
生
が
林
業
史
を
学

ぶ
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
林
業
遺
産
選
定
を
契
機
に
、
市
街
地
に

残
る
貴
重
な
遺
産
を
次
代
に
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、

森
林
と
の
関
わ
り
を
幅
広
く
学
ぶ
場
と
し
て
の
活

用
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

官船（南嶺丸）
写真：鹿児島森林管理署所有

官船（錦嶺丸）
写真：鹿児島森林管理署所有

開聞丸殉職の碑（慰霊碑）
撮影：奥山洋一郎

官船（開聞丸）
写真：井上日呂登氏所有

官船（景山丸）
写真：鹿児島森林管理署所有

旧鹿児島貯木場の現在（令和6年撮影）
写真：鹿児島森林管理署所有
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国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会
は
、
林
野
庁

職
員
が
現
場
の
業
務
を
通
じ
て
創
意
工
夫
を
実

践
、
考
察
し
た
成
果
を
広
く
発
信
・
普
及
し
、
今

後
の
業
務
の
改
善
、
人
材
育
成
等
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
令
和

７
年
11
月
に
開
催
し
た
発
表
会
で
は
、
３
つ
の
部

門
に
分
け
て
合
計
18
課
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

部
門
ご
と
に
優
秀
な
課
題
を
選
考
し
、
最
も
優
秀

な
課
題
を
林
野
庁
長
官
賞
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

病
虫
獣
害
対
策
、
多
様
な
森
林
生
態
系
の
適
切

な
保
全
管
理
等
の
取
組
を
対
象
と
す
る
「
森
林
保

全
部
門
」
で
は
６
課
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
の
４
課
題
が
シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
防
止

対
策（
獣
害
全
般
を
含
む
）に
関
す
る
取
組
で
あ
る

一
方
で
、
全
国
的
に
被
害
の
広
が
り
を
見
せ
る
松

く
い
虫
の
被
害
木
の
活
用
に
関
す
る
取
組
の
発
表

も
あ
り
、
森
林
被
害
防
止
に
向
け
た
取
組
へ
の
広

が
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地
域
と
連
携
し
た
森
林
づ
く
り
の
取
組
等
に
関

す
る「
森
林
ふ
れ
あ
い
・
地
域
連
携
部
門
」で
は
森

林
環
境
教
育
の
普
及
啓
発
や
市
町
村
へ
の
技
術
的

な
支
援
等
に
関
す
る
４
課
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

効
率
的
な
森
林
整
備
、
先
端
技
術
の
活
用
、
治

山
工
事
で
の
安
全
面
で
の
工
夫
の
取
組
等
に
関
す

る「
森
林
技
術
部
門
」で
は
、
三
次
元
点
群
デ
ー
タ

や
G
I
S
等
を
使
用
し
た
効
率
的
な
森
林
整
備
に

向
け
た
取
組
を
始
め
、
多
様
な
８
課
題
が
発
表
さ

令
和
７
年
度
国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
特
別
講
演
と
し
て
、
日
立

建
機
日
本
株
式
会
社
様
、Steelw

rist Japan

株
式
会
社
様
よ
り
「
森
林
整
備
保
全
事
業
の
生
産

性
・
安
全
性
の
向
上
に
資
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

や
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
ご
紹
介
」
と
題
し
、
森
林

土
木
工
事
に
お
い
て
活
用
可
能
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
設
営
機
材
の
紹
介
、
山
間

奥
地
の
厳
し
い
施
工
条
件
下
の
工
事
に
お
い
て
生

産
性
・
安
全
性
向
上
の
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ

る
チ
ル
ト
ロ
ー
テ
ー
タ
の
活
用
例
に
つ
い
て
講
演

を
頂
き
ま
し
た
。

発表課題、特別講演の
概要及び詳細な内容はこちら

国有林野事業業務研究発表会
https://www.rinya.maff.go.jp/j/gyoumu/
gijutu/kenkyu_happyo/index.html

長﨑屋国有林野部長による開会挨拶

受賞者の顔ぶれ

審査委員からの質問に答える発表者

本
稿
で
は
、
各
部
門
に
お
い
て
林
野
庁
長

官
賞（
最
優
秀
賞
）を
受
賞
し
た
課
題
の
概
要

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
最
優
秀
賞

の
ほ
か
に
も
、
優
れ
た
発
表
が
多
数
あ
り
ま

す
。
全
て
の
発
表
課
題
、
特
別
講
演
の
概
要

及
び
詳
細
な
内
容
を
林
野
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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背
景

岩
手
県
釜
石
市
は
、
江
戸
時
代
、
遠
野
と
三
陸

沿
岸
を
結
ぶ
笛
吹
街
道
の
要
衝
と
し
て
人
馬
の
往

来
が
盛
ん
で
し
た
。
ま
た
、
製
鉄
の
適
地
と
し

て
、
古
来
よ
り
た
た
ら
製
鉄
が
行
わ
れ
て
い
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
幕
末
か
ら
明
治
期
に
は
近
代
製

鉄
の
先
駆
け
と
し
て
橋
野
鉄
鉱
山
が
操
業
し
、

現
在
で
は
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
東
北
森
林
管
理
局

で
は
、
こ
の
周
辺
国
有

林
を
「
橋
野
鉄
鉱
山
郷
土

の
森
」
と
し
て
、
釜
石

市
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
世
界
遺
産
及
び
景

観
の
保
全
を
最
優
先
と

し
た
管
理
経
営
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

本
研
究
で
は
、
当
該
地

域
で
文
化
的
価
値
の
保

全
と
調
和
し
た
森
林
施

業
を
行
う
た
め
に
、
笛 地

形
デ
ー
タ
を
用
い
た
史
跡
の
検
証

～
遠
野
物
語
を
た
ず
ね
て
～
東
北
森
林
管
理
局　
三
陸
中
部
森
林
管
理
署

森林保全部門

は
埋
蔵
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

 
ま
と
め

『
遠
野
物
語
』に
は
実
在
し
た
人
物
が
特
定
の
場

所
で
体
験
し
た
話
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

回
、
物
語
を
も
と
に
調
査
し
地
形
情
報
を
取
得
し

た
こ
と
で
、
新
規
遺
跡
を
発
見
し
、
当
該
地
で
適

切
な
森
林
施
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
文
化

的
価
値
の
保
全
と
調
和
し
た
森
林
施
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

佐々木 慎平

吹
街
道
お
よ
び
た
た
ら
製
鉄
跡
地
と
思
わ
れ
る
箇

所
に
お
け
る
森
林
３
次
元
計
測
シ
ス
テ
ム
を
用
い

た
地
形
解
析
と
柳
田
國
男『
遠
野
物
語
』の
背
景
を

探
る
こ
と
で
、
地
理
的
及
び
文
化
的
検
証
を
行
い

ま
し
た
。 

 
取
組
の
経
過
と
結
果

廃
道
化
し
て
い
た
笛
吹
街
道
に
つ
い
て
、
現
地

踏
査
と
地
形
解
析
に
よ
り
そ
の
位
置
を
特
定
し
、

特
徴
的
な
道
形
を
デ
ー
タ
化
・
可
視
化
し
た
こ
と

で
、『
遠
野
物
語
』で
山
の
神
が
出
現
し
た
と
思
わ

れ
る
地
点
を
お
お
よ
そ
特
定
し
ま
し
た
。
今
回
の

取
組
に
よ
り
笛
吹
街
道
は
新
た
に
埋
蔵
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
街
道
へ
の
影
響
が
最

小
限
に
な
る
よ
う
に
森
林
作
業
道
を
作
設
し
、
保

育
間
伐
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
に
よ
り
判
明
し
た
、
た
た
ら
製
鉄

跡
地
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
も
、
地
形
分
析
結

果
を
岩
手
県
及
び
釜
石
市
と
共
有
し
ま
し
た
。
現

地
確
認
で
は
、
人
工
的
に
改
変
さ
れ
た
地
形
と
、

土
製
の
送
風
管
や
ス
ラ
グ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

当
該
地
域
で
の
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
の
発
見
は
、
製

鉄
の
歴
史
的
観
点
か
ら
み
て
重
要
で
あ
り
、
今
後

地形 遺物 スラグ

森林３次元計測システムで取得した地形データ
(笛吹街道)

山の神出現地点

高低差約5.4m

『遠野物語』の記述から、出現地点を最も切り通しが深く、
夕方に山の神の姿が逆光となる西側斜面と判断し、
おおよその位置を特定した
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背
景

平
成
10
年
の
森
林
法
改
正
以
降
、
民
有
林
の
整

備
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
市
町
村
の
森
林
行
政

に
お
け
る
役
割
は
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
市
町
村
の
林
務
体
制
は
、
担
当
者
の

専
門
性
と
い
う
観
点
か
ら
整
備
が
進
ん
で
お
ら

ず
、
林
務
担
当
者
の
森
林
管
理
に
必
要
な
技
術
力

の
養
成
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
湯
沢
支
署
管

出
前
講
座
に
よ
る

民
有
林
支
援
に
つ
い
て

東
北
森
林
管
理
局

秋
田
森
林
管
理
署
湯
沢
支
署

羽
後
町
農
林
課

考
察

出
前
講
座
に
よ
る
民
有
林
支
援
は
民
国
双
方
に

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
市
町
村
に
お
い
て
は
、

職
員
の
技
術
力
の
向
上
を
通
じ
て
適
切
な
民
有
林

管
理
の
推
進
が
図
ら
れ
ま
す
。
森
林
管
理
署
に
お

い
て
は
、
市
町
村
職
員
と
の
交
流
を
通
じ
て
信
頼

関
係
を
築
き
、
民
有
林
の
状
況
や
課
題
に
つ
い
て

よ
り
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
民
国
連
携
の
推
進

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
取
組
を
き
っ
か
け
に
、

課
題
等
の
情
報
共
有
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も

に
、
他
市
町
村
を
含
め
民
有
林
支
援
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

森林ふれあい・
地域連携部門

湯沢支署
川本 我夢

湯沢支署
小野 響希

羽後町農林課
佐藤 駿

• 市町村森林整備計画

• 森林経営計画の認定

• 伐採・造林届の受理

H10～

• 林地台帳の整備H28～

• 森林経営管理制度

• 森林環境譲与税
R1～

林務体制における課題

専門職採用ではなく一般事務職採用の職員が多い

農業関係や鳥獣対策などの他業務を兼務している

 ３～５年の人事異動サイクル

 ３名未満の小人数体制

市町村の森林行政における役割と林務体制の課題

内
の
羽
後
町
に
お
い
て
も
同
様
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
羽
後
町
林
務
担
当
者
の
技
術

力
向
上
を
目
的
と
し
て
、
講
師
に
森
林
管
理
署
職

員
を
派
遣
す
る
出
前
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

取
組

事
前
に
、
羽
後
町
に
お
け
る
森
林
管
理
の
状

況
、
業
務
上
の
課
題
、
習
得
し
た
い
技
術
に
つ
い

て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
、

国
有
林
と
羽
後
町
町
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
「
間

伐
設
計
と
立
木
調
査
に
関
す
る
講
義
・
演
習
」、

「
国
有
林
施
業
地
の
踏
査
」、「
森
林
施
業
現
場
の

視
察
」、「
木
材
市
場
の
視
察
」
を
セ
ッ
ト
に
し
た

全
６
回
の
出
前
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

出
前
講
座
を
受
け
羽
後
町
の
林
務
担
当
者
か
ら

「
初
め
て
国
有
林
内
に
入
り
、
そ
の
状
況
を
見
る

大
変
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
」、「
標
準
地
測
量
か
ら

立
木
調
査
ま
で
の
一
連
の
作
業
を
実
際
に
行
い
、

町
有
林
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
」、

「
想
像
以
上
に
林
業
機
械
が
進
歩
し
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
た
」な
ど
の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

国有林内における立木調査の説明立木調査の演習

森林施業現場にてハーベスタによる玉切りを視察
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背
景

岐
阜
森
林
管
理
署
で
は
、
造
林
コ
ス
ト
の
低
減

や
造
林
作
業
の
省
力
化
の
た
め
、
下
刈
り
回
数
の

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
下
刈
り
の
要
否

は
、
現
地
を
歩
い
て
植
栽
木
の
競
合
状
態
を
確
認

し
て
判
断
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
の
造
林

地
の
増
加
や
管
内
の
急
傾
斜
地
の
多
さ
か
ら
、
こ

の
現
地
確
認
に
は
時
間
と
労
力
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
画
像
を
活
用

し
て
、
植
栽
木
と
競
合
植
生
の
状
態
を
把
握
す
る

方
法
を
考
え
ま
し
た
。

実
施
方
法

対
象
地
は
林
齢
３
年
生
の
ヒ
ノ
キ
林
分
で
、
競

合
植
生
が
繁
茂
し
て
い
る
時
期
に
ド
ロ
ー
ン
で
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
の
画
像
か
ら
３
次

元
デ
ー
タ
を
作
成
で
き
る
S
f
M
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

を
用
い
て
D
S
M
※１

と
オ
ル
ソ
画
像
を
作
成
し

ま
し
た
。

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
Q
G
I
S
を
用
い
て
、

ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
植
栽
木
と
競
合
植
生
の
状
態
の
把
握
に
つ
い
て

～
下
刈
省
略
区
域
の
設
定
に
向
け
た
ヒ
ノ
キ
造
林
地
に
お
け
る
取
組
～

関
東
森
林
管
理
局　
静
岡
森
林
管
理
署（
元　
中
部
森
林
管
理
局　
岐
阜
森
林
管
理
署
）

中
部
森
林
管
理
局　
岐
阜
森
林
管
理
署

森林技術部門

２
種
類
の
方
法
で
競
合
状
態
を
区
分
し
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
高
さ
の
差
に
よ
る
区
分
で
す
。

D
S
M
を
用
い
て
、
植
栽
木
の
高
さ
と
競
合
植
生

の
高
さ
を
比
較
し
、
ど
の
く
ら
い
差
が
あ
る
の
か

を
区
分
し
ま
し
た
。

２
つ
目
は
、
繁
茂
状
況
に
よ
る
区
分
で
す
。
オ

ル
ソ
画
像
か
ら
V
A
R
I

※２

値
を
算
出
し
、
植

栽
木
の
周
囲
が
ど
の
く
ら
い
競
合
植
生
で
覆
わ
れ

て
い
る
の
か
を
区
分
し
ま
し
た
。

結
果
及
び
考
察

植
栽
木
ご
と
に
競
合
植
生
の
状
態
を
区
分
し
た

結
果
を
オ
ル
ソ
画
像
上
に
表
示
し
ま
し
た
。
危
険

な
場
所
で
も
画
面
上
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

現
地
確
認
に
か
か
る
労
力
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

静岡森林管理署
齋 つかさ

岐阜森林管理署
西田 圭佑

※１：空中から撮影した樹木等を含む表面の起伏をデータ化した数値表層モデル
※２：画像のRGB値から、植生の被覆の度合いを数値化する指数
　　 （可視大気抵抗植生指数）

２種類の方法で競合状態を区分

植栽木ごとの競合状態をオルソ画像上に表示

区画ごとの競合状態の区分別本数割合

ま
た
、
対
象
地
を
植
生
や
斜
面
の
向
き
に
よ
っ

て
区
画
を
分
け
、
競
合
状
態
の
区
分
別
の
本
数
を

集
計
し
ま
し
た
。
下
刈
り
要
否
の
判
断
基
準
が
あ

れ
ば
、
下
刈
省
略
区
域
を
設
定
で
き
、
造
林
作
業

の
省
力
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
高
さ
の
差
に
よ

る
区
分
と
現
地
で
判
断
し
た
区
分
に
つ
い
て
、
一

致
し
て
い
た
割
合
を
調
査
し
た
結
果
、
63
％
と
な

り
ま
し
た
。
植
栽
前
に
ド
ロ
ー
ン
撮
影
を
行
う
等

の
改
善
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
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